
花塚山もほんのりと色付きはじめ、秋の気配漂う季節とな
りました。当ホームでは、毎年恒例の納涼祭・敬老会の2大
行事も無事に終わり、穏やかな日常を過ごしております。
今号から誌面をグッとリニューアルさせていただきまし

た。ご意見ご感想など何でもお聞かせ下さい。編集員一同そ
れを励みに、これからも皆様に楽しんでいただける広報を作
っていきます！

発　行
平成20年10月1日

第12号

安全・安心・ゆとり
川俣ホームは、利用者の主体性と
自主性を尊重し、人間としての尊厳
に根ざした介護を進めます。
川俣ホームは、家族・地域社会と
の連携を密にし、あたたかい家庭環
境を築きます。



満開の桜の下で「はい、チーズ」 
新鮮な空気を味わい、気分転換が 
できたね。（飯野堰堤にて） 

　
特
養
の
入
浴
で
は
季
節
に
あ
っ
た
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
頂
こ
う
と
、
毎
月
「
か
わ
り
湯
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

　
四
月
は
桜
の
枝
を
浴
室
内
に
活
け
て
花
見
を
か
ね

た
「
桜
の
湯
」
、
七
月
は
あ
せ
も
予
防
の
た
め
に 

「
桃
の
葉
の
湯
」
を
行
い
ま
し
た
。
ご
利
用
さ
れ
る 

皆
様
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、 

職
員
が
自
宅
の
裏
山
か
ら
桜
の
枝
を

切
り
、
桃
の
葉
は
親
類
の
農
園
よ
り

譲
り
う
け
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
快
適
で
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
入
浴
を
提
供
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
職
員
一
同
工
夫
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　川俣ホームの納涼祭は入所者とその

ご家族様、ショートステイご利用者様、

関係者の皆様でホームの中庭や遊歩道

を使って行われました。毎年恒例にな

りました職員余興も２ヶ月間の練習に

取り組みましたが納得のいく踊りとは

いきませんでした。つかの間の時間で

したが、飲んで食べて踊って遊んで楽

しんでいただけたでしょうか。また来

年もがんばります。 

　皆さん、よろしくお願いします。 

（納涼祭担当より） 

大好物のやきとりに 
思わず、にっこり！ 

本町若連、盆踊り研究会の皆様。 
お忙しいところ、ありがとうございました。 

今年はビールと梅酒が 
ふるまわれました。 
ホッペが赤いよ… 
　　　だいじょうぶ？ 

焼きそばも、やきとりも 
大盛りOK！ 
だけど食べ過ぎ 
ないでね… 

懐かしい音色に自然に体が動き出す。 
ヨッ！おじょうず！ 
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園児の歌や踊りをみて利用者の 
皆様は大感激 
「かわいかったね～」 

特養運動会が行われました。 
紅白に分かれて利用者、職員 
ともに大ハッスルしました。 

デイサービスご利
用の皆様にも納
涼祭を楽しんで
いただきました。
いくつになっても
お祭りは楽しいも
のですね。 

浴衣を着てみました。 
やっぱりいいですね…お似合いです。 

8月3日（土） 
午後5時～7時 ●開会のことば 

●理事長あいさつ 
●来賓紹介 
●来賓挨拶　川俣町長 古川　道郎様 
●ボランティア、その他参加される方々の紹介 
　　　　　　日赤奉仕団、川俣高校生 
●職員余興　すずめ踊り 
●縁日スタート 
●盆踊り　　 本町若連、盆踊り研究会 
●花火 
●太極拳演舞　　代表 伊藤美也子様 
●抽選会 
●閉会のことば 

納涼祭プログラム 

「おいしいもの、見つけたよ」 
ごはんのおかずに最高なのよね！ 
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4

実施中 
お試し利用体験 

今年７月より認知症対応型の利用時間が変わり16時10分
まで延長いたしました。
変更に伴い、ご利用者・ご家族様には今まで以上満足し
ていただけるサービスを提供できるように、職員一同精進
していきたいと思います。
※随時、見学、無料体験受け付けておりますのでお気軽に
お問い合せ下さい。

私が 一生懸命 ぬりました 



桜
の
若
木
を
植
樹
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た 

当
ホ
ー
ム
で
は
、
毎
月
消
防
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。そ
の
メ
イ
ン
の
避
難
訓
練
と
は
別
に
、

定
期
的
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
消
火
器
の
操
作
訓
練
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
八
月
の
消

防
訓
練
で
は
、
消
火
器

操
作
訓
練
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

先
日
、
当
ホ
ー
ム
職

員
が
実
際
に
人
命
救
助

行
為
を
行
え
た
よ
う
に
、
常
日
頃
か
ら
こ
う
い
っ
た
機

器
の
操
作
訓
練
や
、
心
肺
蘇
生
訓
練
を
す
る
こ
と
で
緊

急
時
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
し
対
応
出
来
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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お年寄りが自分で毎日歯磨きすると

いうのが一番いいことです。ただ任

せておくと自分では気がつかない磨き残

しや、知らないうちにできた傷口などが

あるかもしれません。介護する人が１日

１回は口の中をみてチェックすることが

大切です。

去
る
五
月
二
十
二
日
、
川
俣
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
川
俣
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
よ
り
桜
の
若
木

各
種
十
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
小
さ
い
桜
の
若
木
は
、

ホ
ー
ム
の
中
庭
や
外
周
に
植
樹
さ

れ
、
利
用
者
の
皆
様
は
大
き
く
力

強
く
満
開
に
咲
く
桜
を
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
当
に

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

消
火
器

消
火
器
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
を
行

操
作
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す 

消
火
器

消
火
器
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
を
行

操
作
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す 

消
火
器
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す 

10月 
11月 
12月 
１月 
２月 
３月 

　　 紅葉狩り　　 芋煮会・紅葉狩り 
文化祭 
クリスマス会 
新年会 
節分 
ひなまつり 

特養 デイ 

８月20日、毎

年恒例の「山木

屋太鼓クラブ」

による慰問があ

りました。小学

生の部と大人の部の演奏が行われ、太鼓の

力強い音がホーム内に響き渡り、その後利

用者の太鼓体験も行い、小学生との交流を

図ることができました。皆様夢中で太鼓を

叩き、中には笑

顔とともに涙を

浮かべる方もい

らっしゃいまし

た。

毎日、自分で歯を磨いているけど、
口腔ケアは必要なの？

Q

A



寄 贈 
平
成
二
十
年
四
月
十
八
日
当
施
設
に
お
い
て
、
旧
飯
野
町
内
で
人
命
救
助
を
お
こ

な
っ
た
川
俣
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
高
橋
幸
子
（
写
真
中
央
）
さ
ん

に
対
し
て
、
当
法
人
理
事
長
曳
地
勝
正
よ
り
善
行
表
彰
を
し
ま
し
た
。
と
っ
さ
の
判

断
で
人
命
を
救
助
す
る
行
為
は
、
み
ん
な
頭
で
理

解
し
て
は
い
て
も
、
実
際
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

時
に
、
す
ぐ
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
非
常
に
勇
気
の
い
る
行
為
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
実
際
に
行
動
し
、
人
命
を
救
助
し

た
幸
子
さ
ん
は
、
当
施
設
の
職
員
と
し
て
誇
り
に

思
う
と
と
も
に
、
定
期
的
な
人
命
救
助
等
の
訓
練

の
大
事
さ
を
全
職
員
肝
に
銘
じ
、
よ
り
一
層
訓
練

に
精
進
し
、
緊
急
事
態
が
お
き
た
場
合
に
は
即
座

に
対
応
で
き
る
体
制
を
し
っ
か
り
整
え
て
い
き
た

い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

信
達
福
祉
会
職
場
風
土
改
革
促

進
事
業
と
し
て
、当
ホ
ー
ム
で
は
、

九
月
一
日
よ
り
各
職
種
毎
に
曜
日

別
で
ノ
ー
残
業
デ
イ
を
設
定
し
、

定
時
終
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。職

員
に
と
っ
て
よ
り
良
い
職
場

環
境
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
工
夫
し
な
が
ら
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

今
号
よ
り
広
報
名
を
「
か
わ

ま
た
ホ
ー
ム
ほ
ほ
え
み
だ
よ
り
」

と
、
開
設
当
初
施
設
内
だ
け
で

配
布
し
て
い
た
名
前
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
心

を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
に
微
笑
み
な

が
ら
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
編
集

委
員
一
同
よ
り
一
層
精
進
し
て

い
き
ま
す
!!
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福島リコピー

販売㈱様よりカ

ラープリンター

を１台、㈱恒和

薬品様より車い

すを１台、寄贈

していただきま

した。

大事に使わせ

ていただきま

す。本当にあり

がとうございま

した。

川俣ホーム家族会の事業の一つとし

て、ホームのために役に立てるものはな

いかとのことで、家族会の皆様に検討し

ていただいた結果、行事や日常のレクリ

エーション等で使えるピンマイクを、７

月末に購入してい

ただきました。

今後、有効に活

用させていただき

ます。ありがとう

ございました。

デデ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
高
橋
幸
子

職
員
高
橋
幸
子
さ
ん
が
表
彰
表
彰
さ
れ
ま
し
た 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
高
橋
幸
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た 

◇裁縫や縫物が得意な方 
◇花植え・花壇の整備をして下さる方 
◇昔話などの読み聞かせをして下さる方…等 
　当ホームでは、ご自分の自由な時間を利用して園内の 
お手伝いをして下さるボランティアさんを募集しており 
ます。興味のある方・参加してみたい方はご連絡下さい。 
　　　　　　　　　　　　　　〔担当〕高野・成尾まで 

〔発行〕社会福祉法人信達福祉会　特別養護老人ホーム 川俣ホーム
〒960‐1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字川端2‐1 TEL024‐565‐2881 FAX024‐565‐2230
ホームページ・http://www.shintatu.jp メールアドレス・kawamata@shintatu.jp

職
場
風
土
改
革
促
進
に 

取
り
組
ん
で
い
ま
す 

カラープリンターと車いす

ピンマイク個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
個
人
の
承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

左より曳地理事長、高橋介護士、吉澤施設長


